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令和jii年度顕髄損傷者に対するリハビリテーションii修会開催のご案r大l

今年度は、「在宅ま活に『S』けてのなり組み」をテーマに。頚髄損傷者の当事者も入れたシンポ

ジウムや訪問看護に関する実践白ちな報告を実施し、頚髄損傷考リハビリテーションの普ａ、き

展に寄与することを目ＭにiFｲぼをを回しましたので、ご参加をお待ち串し上げます。

開催日時

１日目：令ねえ年１１ｊ１３０日

２日目：令和え年12jEi　1日

（土）１０時ＯＯﾀ１～１５時ＩＯﾀl

（日）　９時ＯＯＨ～１２時３０Ｓ･

２　会　場

■立障害考リハビリテーションセンター（本館・講堂等）埼EE県肖i沢市並木４－１

３　対象者

穎髄損傷者に対するリハビリテーションヘ関わっている又は関わる見２みのあるＥ師、ミキ

療法士、作業療法ｔ、看護師、介護福祉・、社会福祉士等の専門職の方

４　定　員　１日目：２５０１.２日目：８０１

５　参加費　無料

６ 主

共

催：・２璋害者リハビリテーションセンター自ｉ:ま援局

催：自を支援尚■府重度障害者センター

７　串込み方法

当センターホームページ「ピックアップ情報Jpllにあるコンテンツから参加串1！書（電子フ

アイル）をダウンロードし、らＳ事giをＥ入し、令和j1年１０ｊｉ３１日（木）までに、メール

に参加串1！書を添ｲ才してお申i!み下さい。

当センターホームページ　URL : http://ｗｗｗ. rehab.gｏ.jp/

串1!|み|ﾀも|メールアドレス　E-ｍａ目:keiｓＧｎrihdrehlab.gl0.」/pl（事務JII専・|）

【参加きま定のおﾀﾐﾛらせについて】

①１日目、２日目とも、定ａをａえたB考Ａで締めりjらせていただきます。

②２日目は、希・きが定ａを超えた場台には、１ま人あたりの参加人数をＭ・させていただき

ますので、あらかじめご承知ください。（１法人２もまで）

③■講串２みをされた方のうち参加決き者のみ、ま日、あらためてご案p;1さを・ｲ才します。

８　問台せ先（事務局）

〒359-8555埼ﾖi県肖iR市並木４－１　国を障害者リハビリテーションセンター自立支援尚

第二自ま111練部　肢体機能訓練課　研修会事務■　　ま担当：春日井　副担当：島JII ・松奇

Ｔ Ｅ Ｌ : ０４－２９９５－３１００ （代表）内線:3703･37０５

E-ｍａｉ¶:kejsｏｎrih， rehab.
-

０
－

(事務局専用)
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９　プログラム

令和え年１１ｊｉ３０日 （土）ま調講・・講演・シンポジウム

９：３０～１０：○○ 受　　付

ＩＯ：○○～１０：１０ 開会挨拶

１０：１０～１１：ＩＯ

（６０分）

基調講演

「lit・療から考える頚髄損傷のリハビリテーシヨン治療」

・ｔ障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ-ｼﾖﾝｾﾝﾀ-障害者健康増進・ａＳ・科学支援センター

センターａ　　　緒方　徹

１１：１０～１１：２０ 休憩

１１：２０～１２：１０

（５０分）

講演

rよりよい在宅生活に向けて」

Ｑａ財回ま人　日本訪問看護只ｵ回　あすかLU訪問看護ステーション

訪問看護認定看護師　　iiiT5　真ミ子

１２：１０～１３：２０ ａ休み

１３：２０～１５：○○

（１００分）

シンポジウム

センター職員（看護師、介護福祉ｔ、社台福祉ｔ）と機能訓練の終了者が

をきまほでの９康tlまや疾病予防の視Ａから発表やtj1交ａをfiいます。

・『健康に生ほするために工夫していること』

・『Fi滑に生ほを送るための1ヽ護方法や道具についてJ

・lライフスタイルに合わせた支援計画に求めること』

１５：ＯＯ～１５：１０ 閉会挨拶

令和ji1年１２ｊｉ１日（日）　見学・セミナー

８：４５～　９：○○ 受　　付

９：○○～１２：１５

（１９５分）

肢体機能釦|練の紹介（４グループ）

・ミ学療法

ロホクツシヨン調整実演・実技、車椅子のシーティング

・作業療ま

シヤワ一キヤリーの説明、ベツドヘの移乗介助の実技

・リハビリテーシヨン体育

車椅子操作技術の紹介・実技

・自動車訓練

ａ転評価機器・訓練J≡Fj自動車の紹介

・看　護

頚髄損傷看護プログラムの紹介

・介　護

介護トイレ・介護入浴の紹介

１２：１５～１２：３０

（１５分）

質疑応答

２


